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　このガイドラインは、横浜市職員の皆さんが、ウェブサイトやSNS、ポスター

など様々な公的広報を発信する際に、男女共同参画の視点に立って、適切な表現を

用いていただくための参考資料として作成しました。

　私たちは広報物を作成する際に、無意識のうちに、「男性は仕事、女性は家庭」

などといった固定的な性別役割分担意識に基づいた表現をしていないでしょうか。

　このような表現が繰り返されることによって、知らず知らずのうちに、人々の意

識中に、性別による固定的なイメージが蓄積されるおそれがあります。

　そこで、職員一人ひとりが、重要な情報発信者であるという認識を持ち、固定的

な性別役割分担意識について理解を深め、適切な表現を行うよう配慮することが必

要です。

　多様な価値観を尊重しあい、すべての人の個性と能力が発揮される男女共同参画

社会の実現に向け、男女共同参画の視点から適切な表現を発信するためのヒントと

して、また、男女共同参画社会への理解を深めるための資料として、このガイドラ

インを活用いただきたいと思います。

令和４年６月

政策局男女共同参画推進課



①広報紙 ②ウェブサイト ③SNS ④ポスター ⑤パンフレット

⑥報道発表資料 ⑦各種マスメディアを通じて行う全ての広報 ⑧その他刊行物







「第５次横浜市男女共同参画行動計画」の策定

　性別にかかわらず多様な選択を実現できる社会を目指して、令和３(2021)年～令和７(2025)年度を

計画期間とする「第５次横浜市男女共同参画行動計画」を策定しました。

　この計画では、「誰一人取り残さない」を基本理念とするSDGs(持続可能な開発目標)の視点を包括的

に取り入れ、市民やNPO等の多様な主体、企業、地域社会と協働し、地域特性を踏まえた実効性ある施

策を推進していきます。

　計画の推進にあたっては、市政全般に渡って男女共同参画の視点を生かした取組はもちろん、市民や

事業者の皆様と行政の連携が不可欠です。誰もが、職場や家庭生活、地域など、あらゆる場でいきいき

と活躍できる「男女共同参画社会」を一緒につくっていきましょう。

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/danjo/keikaku/









　横浜市が実施した「令和２年度男女共同参画に関する市民意識調査」では、日常生活において

「女らしさ／男らしさ」や「女性／男性の役割」などを言われたり期待されたりすることがある

かどうかを尋ねたところ、６割以上が「ある」と回答し、そのうち女性の７割超、男性の５割超

が生きづらさ等を感じると回答しました。性別を理由として役割を固定的に分けることは、女性

だけでなく男性にも影響を与えていると言えます。

 令和２年度　男女共同参画に関する市民意識調査

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/danjo/chosa/R02_shimin.html



横浜市政策局男女共同参画推進課

（令和４年６月改訂）
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